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あ る 2次 元 写 像 につ い て
早大 ･理工 荻野敏朗,原田 等,大石進一
光双安定系の素子のモデルとしてのリング型共振器において,次の微分差分方程式が導かれ
ることが知られている1.)
_1dX(i)
･ 一丁㌻-=-X(i)十At1十2Bcos〔X(i-tR)〕)
(1)式より
Xn.1=(1-C)Xn+AC(1+ZBcosXn_1)
ここでC-γAt,At- tRなる差分
方程式が得られる｡この写像の様子を図
1に示す｡
さらに各パラメータAとCの値におけ
る安定領域と不安定領域を図2に示す｡
(2)式でC-1とすると差分性,ど-Oと
すると微分性が強くなるが,図2より差
分性が強くなると(C-1)小さいAの
値に対しても不安定化が起きやすくなる
ことがわかる｡
(2)式より二次元写像を構成した｡
8 Ct.7 IJrT
Xn十1-(ト C)Xn十AC(1十 2BcosYn)
Yn+ i -Xn
この写像においてAとCをいろいろ変化さ
せて二次元写像を解析した結果,図3-図6
に示すような分岐現象が得られた｡ 1個の安
定な不動点 (図3)が Hopf分岐し(図4),
やがて13個の周期点が現れる｡ (図5)さ
らに再度これらの周期点が Hofp分岐し(図
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図1 -次元写像 (C-0.7)
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(3) 図2 安定領域と不安定領域
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図3 二次元写像 (A-1.7)
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図4 二次元写像 (A-1.794)
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図6 二次元写像 (A-2.94)
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図5 二次元写像 (A-2.9)
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図7 リアプノフ指数 (C-0.7)
2)
6),複雑なアトラクタ-と移行する｡このア トラクタは Kanekoによっても観測されている.
この複雑なアトラクタがカオスであるかどうかを確認するためにリアプノフ指数を計算した｡
(図7)
以上のカオス-の転移の仕方は理論的にRuele-Takens-Newhouseらによって提唱されてい
たもの3)とひじょうによく類似している｡
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